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して残されている。しかし他方では、そうした商品としての価値に還元されえない文化的価値――そ
れが文化的権威のみを意味しているとは限らない――は、ほとんど議論の俎上にのせられることなく
忘れ去られかねないということなのである。こうしたある種のねじれを含んだ今日の文化状況に対し
ては、やはり本書において示された相対化による戦略だけでは太刀打ちできないと評者は考える。
以上のような議論からすれば、今日においては文化を「ハイ（高級）／ロウ（低級）」の二項対立
で捉えることだけではあまり意味をなさない。ここではむしろ、値段がつきそうなものなら何でも一
様に市場化・商品化しようとする消費社会に取り込まれる文化、さらにそうした流れと共犯関係にあ
るといえる我々の中にいつの間にか住まってしまった相対主義的文化観（趣味や好みは人それぞれ）
など、いかにも「多元的」に見える文化状況の背後にあって余計に見えにくくなっている諸条件を慎
重に分節化してゆく必要があるのだ１２。またそうだとするなら、現在の文化状況においてもっとも問
題なのは、「ハイカルチャー」の権威を強調する反動現象ではなく（もちろん狭量な文化本質主義は
退けられるべきであるが）、文化そのものの意義が不明確な上にそれについて深く論じることが著し
く困難になっている現状のほうではないだろうか。
考えてみれば、多くの人々が文化に関して自分だけが疎外されているとか不自由であるとは、今日
ではなかなか感じられなくなっている。しかしだからといって、そのために文化そのものが面白く豊
かになったと単純にいうことが許される状況にあるわけでもない。こうした文化状況をめぐる新たな
課題に対して適切にアプローチする手段を開拓すること。それによってはじめて、本書において描き
出された混淆的な文化のダイナミズムの持つ可能性と効果を、より現代にひきつけて捉え直すことが
できるのではないだろうか。
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（ふきあげ・ゆうき 博士課程後期課程）
１２ たとえばテリー・イーグルトンは今日の文化状況に関して、「文化」の意義を三つに分節化し、それぞれの
対立・癒着を含めた位置関係について考察している。すなわち彼は、今日の文化状況を「礼節としての文化
（卓越・エクセレンス）」、「アイデンティティとしての文化（エートス）」、「商業的・ポストモダニズム的な
ものとしての文化」の間で三方面にわたって展開される闘争と捉える（イーグルトン２００６：１５４）。またこ
の中でも、グローバルなスケールでの重要な闘争として、「商品（コモディティ）としての文化」と「アイ
デンティティとしての文化」との闘争をあげている（ibid：１７４）。
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